
　昨年 12 月 15 日、16 日の 2 日間、浜松市

の浜松科学館にて開催された「第17回おや！

なぜ？横丁～サイエンスアベニュー～」に参
加しました。このイベントは様々な団体の出

展ブースで、子供達が科学に関連した体験実

習を行います。今回我々は「星砂の宝石箱」

というタイトルで出展し、海浜の微小生物の

標本スライドを作成する実習を行いました。

実習は、石垣島の海浜堆積物から星砂を始め

とする微小生物の遺骸を抽出・同定してもら

い、その標本をスライドに収めるという内容

です。作成した標本スライドと検鏡した砂は、

参加者全員に差し上げました。

　星砂の名で知られる Baculogypsina 属の有

孔虫は、珊瑚礁の広がる南の島々に分布し、

その美しい形ゆえに土産物としても人々に親

しまれています。今回用いた試料には、絵に

描かれた太陽のような形の“ 太陽の砂 ”や、

土星のような模様を持つ“土星の砂”、平べっ

たい円形の“ 銭石 ”といった有孔虫も含まれ

ています。他にも、軟質サンゴの骨片である

“ ウミトサカ ”、硬質サンゴの骨片、ウニの

トゲ、微小貝、フジツボなど、色々な生き物

の残した鉱物を発見することができます。実

習に参加した子供達は、みんな夢中になって

星砂などを探し、時間ギリギリまで標本をス

ライドに入れていました。意外だったのは“星
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砂 ”のような綺麗で見映えのする物だけが人

気を集めたわけではなく、地味な色合いの“ 土

星の砂”や、さほど珍しくない“ウニのトゲ”

を一生懸命に探す子供が多かったことです。

試料中に数が少なく、なかなか見つからない

“ 銭石 ”を欲しがる子供が多かったのも印象

に残っています。

　実習は前もって整理券を配布する形で 1 回

につき 4 人、全 20 回行いました。イベント

が始まると整理券は瞬く間に配られ、開始 30

分後にはその日の予約は殆ど埋まってしまい

ました。整理券をもらえずに残念がる子供達

も大勢居ました。海浜環境と砂浜地形に関す

る資料と解説も準備していたのですが、30

分弱の実習時間では省かざるを得なかった

ことが心残りですが、このイベントを通じて

多くの参加者が、普段あまり気に留めない微

小生物に興味を抱いてくれたことを嬉しく思

います。

　富士宮市沼久保の富士川河川敷には、富士山

ができる前の約 80 万 ~50 万年前の地層が約

250mにわたり連続して露出しています。この

地層は、礫やシルトからできていることから沼

久保礫シルト部層とよばれ、下流側に大きく傾

き、上流側に古い時代の地層が、下流側に新し

い時代の地層が見ることができます。

　この地層を調べてみると、主に河川流域に

堆積した砂礫や河川に隣接した氾濫原に堆積し

た泥からできていて、中部に見られる泥層は河

口付近に堆積した地層のようです。

　氾濫原に堆積したと考えられる泥層には、大

量の植物化石や植物の根跡、立ち木化石などが

たくさん含まれています。また、この泥層中に

は、薄く砂や礫の層が挟まれ、粒子が配列した

模様（ラミナ）を作っていることがあります。

これは、洪水時、河川の流路から溢れだした堆

積物だと考えられます。この礫や砂の層は、通

常は乱れがなく、平らに堆積しているのですが、

しばしば凹型に大きく歪んでいたりすることが

あります。これは動物の足跡だと考えられ、中

には偶蹄類のツメの跡（写真1）らしきものが

残るものもあります。

　中部に見られる泥層は、大きな礫を含むよう

な礫層を挟まなくなり、氾濫原の泥層のように

植物の根跡などがほとんど見られず、かわりに

径２～３㎝程のパイプ状に延びる模様が見れる

ようになります。これは、カニや貝類などの巣

穴痕です。また、この泥層の最上部層からはウ

ミタケガイやウラカガミガイなどの潮間帯付近

に棲む貝類の化石が産出しています。これらの

ことから、この泥層は潮汐の影響を受ける河口

付近の堆積物と考えられます。このことは、河

川地域であった環境が、海面が上昇し、海水

が流入するような環境に変化したと推定できま

す。

　この河口付近の堆積物と考えられる泥層から

は、これまでにシカ属の骨格化石（写真２）が

たくさん発見されています。また最近では、ゾ

ウの子供の首の骨（頸椎）と思われる化石（写

真３）も見つかりました。このゾウの化石は、

現在調べている途中ですが、この地層の南側の

南松野付近に分布するほぼ同時代に堆積した地

層からトウヨウゾウの臼歯の化石が産出してい

ることから、おそらくトウヨウゾウの子供のも

のと思われます。このトウヨウゾウは、この沼

久保礫シルト部層の堆積したころには日本各

地にいたと考えられています。

　このように沼久保礫シルト部層を調べること

によって、約80万～50万年ほど前の環境やそ

の変化がわかります。また、骨格化石を多く含

むことから、これからもまだ発見されていない

動物の化石が見つかるかもしれません。

　

静岡県の地質をめぐって

沼久保の動物の足跡と骨格化石
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写真3．ゾウの頸椎化石

写真2．カズサシカの角化石　（阿部ほか，2001）
写真1．偶蹄類足跡の断面と思われる跡
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